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ム 保健医療福祉，情報システム 工業会 

診療支援システム 委員会 

医療安全検討 WG 



経緯 

擢 

  
  

保健医療福祉情報システム 工業会 (JAHlS) の医療システム 
部会診療支援システム 委員会に「医療安全検討 WG 」を設置 

九州大学澤田教授を 訪問し，意見交換を 実施 
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WG の成果 ( 目標 ) 

医療安全に関して ( 各項目の内容は 例示 )   
一 診療行為実施時の 患者特定の支援・‥患者取り 違えの防止   一一 
情報システムが 支援すべき必要最小限の 機能 ( ボトムライン ) の整備 
一 チェックの内容 ( 範囲 ) 
- 警告・注意等の 提示・確認の 方法 

チェックやガイドに 関するコンテンツ 整備の枠組みに 関する提言 
r マスター ( 各医薬品の名称、 薬効、 副作用、 極量値など ) 
一 コード ( トレーサビリティを 確保したコード 体系など ) 
一 チェックロジック (ComputerReadable な ロジックなど ) 



医療事故の発生要因 

  ノ 細 石 瀬   l 事例 コ 情報システムの 対策 1 

ェラ一 うっかりミス 目標に対する 行動の実行時に 無 ・転記ミス 

  (slip) 意識に発生した 目標と異なる 誤り ・類似した名称の 薬剤選択 
( 傍らから見て 判りやすい ) コ 自動Ⅰ ヒ 

多面的チェ・ ソク 

）
 

 
 
 
 

目標に対する 行動の実行時に 無 ・記述漏れ，伝達漏れ 
意識に発生した 漏れ ・オーダ実施時の 漏れ 
( 傍らから見ても 判りにくい ) コ 自動Ⅰ ヒ 

多面的チェック   
思い違い 予定した行動をとったが 計画が間 
(mistake) 違っているために 予定した結果が 

得られない 

ルール違反 目標に対する 行動の実行時に 、 手 

(Vi   l   ti   n) 頓 に関する規則を 守らなかったた 

めに発生する 誤り 

・同姓患者のとり 違い 

・異なる病気と 診断したため 
の誤った処方 

コ 多面的チェック ，情報提供 

・決められた 手順を守らない 

コ 情報システム 上の仕掛け 

( 守らざるをえない 制約 ) 

⑤
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新旧システム 間での円滑なデータ 移行、 

      

ヂ " 
木村道男 ( 浜松医科大学 ) 

坂本憲広 ( 神戸大学 )   



異 施設問連携の 範囲 
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実施設問連携の 現状と方向， 性 

ぉ H  け ， DICO  M  は IS 化、 各種コードは 揃いっ っ あ る 
ぉ 構造、 タグ、 了一タタイプはまだ 
困 M Ⅱ」は粘度が 浅すぎて互換性に 問題あ り 

困コ WIX が基盤として 網羅，性があ る 
困 H け RI Ⅱべ ー スが望ましく ，ⅡⅡ IX の RIM 準拠が望ましい 

%  各種詳細内容は、 DB 検索を考えるなら、 各専門 グ 
ループで検討すべき 

困 そのための標準的形式による 士 Ⅹ 記述の指針を 作る必要； <@ 
あ る   

Michio@Kimura@M ， D ， Ph ， D ． Hamamatsu@University@School@of@Medicine 
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折目システムデータ 移行 
Ⅹ
 

Ⅰ
Ⅰ
 

困 1 日システムをサ ー バごと保存、 か 

困 標準的形式に 落として 見読 性を確保 

%  検査結果，処方は HL7 へ、 画像は DICO Ⅱ へ   
は DB への移行はできない 
困 タグ、 データタイプの 標準化を目指し、 RI Ⅱ準拠の LMIX 
を 規範とすべき 

% 各種マスタ一の 標準化を移行の 機会に推進する 
困 マスタ一間対照表、 各種マスタ一の 履歴が重要 
% 不可能な仕事を 発注しない 

困 6  ケ点 h 石使笥イ 了は ． ま鼎鼎 五拍 a 比百批 s 離囲 ミ心 f 而ょ dicine 
 
 




